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今月田交通事故相続 日

9月28日 (火)

市役所第 1会議室

10時-15時
怠るべく事敏に関係の・姐を

こ持穆〈ださい
F 
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乙

乙

を

と

じ

て

〈

だ

さ

も、

V 

低調区市長による r<わ入れの儀』 市民体育館起エ衣にて O 

着 エ

来年5月の完成め ざし E
市民待銀の体育館がいよいよ実現する乙とに

忽りました.

場所は久原郷の中央公民館、図書鎗の敷地内

で鉱工費1健5千2百万円、鉄筋コンクリート

趨り2階建て、ー邸鉄骨造りです.

内俸は大体育室、小体育窪、トレーユングル

ーム等iζ大別され、 パスケットポルがニ面と

れ、ハンドポールもできる広さで、トレ-:.:/

グルームでは青少年から中高年者まで利用され

るよう股計されております.

9J.1681ζ起工芸支も終わり来年5月の完成が

待ち還しいみんなの体育館です.

館育体
の
…民

信
市
一

毎月 1日・15日舞行 発行iIi/大村市役所編集人/総書謀長岩ゑ後之印刷所/隆文社印刷所
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(2) 市政だより

公
民
館
と
併
設
の

市
体
育
や
ス
ポ

ー
ツ
は
‘

本
来

す
べ
て
の
人
の

も
の
で
あ
り

年
齢
性
別
を
乙

え
て
・
わ
れ
わ

れ
の
健
様
生
活

の
基
本
と
な
る

べ
き
も
の
で
‘

最
近
や
っ
と
ス

ポ

y
の
生
活

化
が
身
近

κ感

じ
ら
れ
る
よ
う

鴎

民

体

館

育

に
は
り
ま
し
た
・

六
日
起
工
式
を
供
え
た
市
民
体

育
館
怯
・
健
康
で
文
化
的
江
市
民

の
た
め
の
も
の
と
し
て
、
ま
た
大

村
公
凶一

得
の
文
化
鰻
設
と
し
て

市
民
の
ス
ポ
!
y、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
費
ン
、
社
交

〈
コ
ミ
ユ
ユ
ケ
1

シ
ヨ
ン
)
の
揚
と
し
て
・
喝
所
も

中
央
公
民
館
の
隣
に
建
築
さ
れ
る

の
で
.
体
育
館
と
し
て
は
・
体
育

や
ス
ポ
l
y
の
ほ
か
に
調
査
研
究

や
社
主
(
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
1
シ
ヲ
ン
〉

ゃ
、
い
ζ

い
の
場
と
し
て
の
機
能

平

宿

図

平田一
"-0;τ一ー-F 

4争

美

し

い

大

を
も
っ
乙
と
と
な
り
、
公
民
館

も
文
化
的
教
養
の
ほ
か
に
、
社

会
体
合
的
機
能
を
も
っ
乙
と
に
な

り
ま
す
の
で
.
体
育
館
と
公
民
館

の
相
互
利
胸
と
い
う
経
済
性
も
あ

わ
せ
て
、
金
倒
的
に
も
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
し
て
高
〈
癖
価
さ
れ
る
乙

と
で
し

ょ
う。

内
部
施
設
は
観
客
席

移
動

式
ハ
プ
リ
ッ
テ
a
y
l
v
四
百
四
十

一
人
固
定
席
二
百
四
人
計
六
泊
四

十
玄
人、

管
理
部
門
で
は
、
事
務

室、

E
務
室
、
宿
直
第
、
放
送
室
、

機
織
妥
‘
電
気
笠
.
ホ
ル
@
ス

ポ

γ
怒
門
で
は
.
大

・
小
体
育

引

2
.

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
接
、
指
尊
民

議
、
測
定
室
.
倉
庫

男
女
ロ

ッ

カ
ー
、
使
扇
ホ
ー
ル
・
利
則
者

続
門
で
は
食
堂

ホ

ぺ

男

女

使
寸断
、
来
賓
室
【会
議
室
談
話
室

階

対

秋

の

を

と
な
っ
て
お
り
.
近
代
的
感
覚
に

あ
ぷ
れ
た
明
る
い
体
育
館
で
す
。

環
境
衛
生

監
視
員
を
委
嘱

市
で
は
、
明
る
く
健
艇
な
都
市

づ
く
り
の
た
め
、

府
関
棄
物
の
不
法

役
棄
を
防
止
す
忍
目
的
で
環
境

衛
隼
監
視
員
制
度
を
般
け
、
九
月

一
日
づ
け
で
友
毘
の
か
た
が
た
に

委
嘱
し
ま
し
た
a

き
れ
い
江
環
境
づ
く
り
の
た
め

み
な
さ
ん
の
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
・

大
村
地
匝

西
大
村
地
区

竹
俗
地
区

領
軍
地
区

松
両
地
区

宮一 夜 児 与
l臥薬 玉崎

侮古文 事
ニ作人$-

平

薗

図

み

ん

な

気

管

食

道
国

一
乙
の
気
管
食
道
科
は
、
た
ん
に

食
道
や
気
管
支
の
拠
物
を
除
去
す

る
だ
け
で
は
な
く
最
近
急
激
に

pa
え
つ
つ
あ
る
合
必
や
時

と

く

に
腕
の
が
ん
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
公

省
ぜ
ん
息
で
社
会
的
関
心
を
よ
ん

で
い
石
気
管
支
炎
や
気
管
支
ぜ
ん

息
の
ほ
か
、
気
管
支
拡
錫
箆
や
老

人
性
肺
気
蹟
は
ど
気
管
、
気
管
支

と
食
道
の
す
べ
て
の
疾
患
を
般
う

の
で
す
が
、
空
気
清
漫
な
本
院
の

鍵
唆
は
治
療
に
最
適
と
隠
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

さ
で
、
独
立
し
た
陰
療
科
で
は

あ
り
ま
す
が
、
総
合
医
療
の
立
場

か
ら
耳
異
い
ん
ζ
う
科
だ
け
で
な

く
‘
内
科
、
呼
吸
棒
科
、
外
科

小
児
刑
判
お
よ
び
放
射
線
科
、
研
究

で

科

新

設

の

立

村

院

病

大検
査
科
の
医
師
が
一
致
協
力
し
て

修
所
と
治
僚
に
あ
た
り
ま
す
。

写

真
弘
昨
年
秋
、
別
入
し
た
ラ
イ
ト

ガ
イ
ト
式
A

照
明
設
置
が
患
者
の

体
外
に
あ
る
た
め
や
け
ど
の
心
配

が
な
い
)
の
気
管
支
フ
ァ
イ
バ

ス
コ
ー
プ
ハ
本
県
で
は
大
学
病
院

と
本
院
の
み
で
実
施
、
従
来
の
肺

門
l
肺
の
入
口
ま
で
し
か
見
れ
な

い
も
の
と
奥
江
り
、
肺
門
か
ら
樹

校
状
に
肺
の
深
部
ま
で
の
び
る
気

管
支
の
細
い
数
、
リ
メ
ー
ト
ル
の

先
端
ま
で
管
が
と
ど
い
て
微
細
な

病
変
ま
で
発
見
で
き
る
の
で
怖
が

ん
の
早
期
診
断
や
肺
疾
患
の
鑑
別

診
扇
に
非
常
に
有
効
〉
の
健
作
を

行
な
勺
て
い
る
と
ζ

ろ
で
す
1
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機
種
要
領
　
①
第

一
期
の
も
の
、

ウリ

　

一一一週
間
お
き
笙

一一回
接
種
。

む
　
］暉
一二醐帥酪り、ぃずれかの

一石

　

禁
忌
者
　
か
っ
け
、
心
臓
、
じ
ん

一ω　鰤貯̈
鍬酬け魏″『雌「レげ

131  市政だより

◇
　
しよ

り

百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ

リ
ア
、
破
傷
風
の

予

防

接

種

対
象
者
　
①
第

一
期
の
も
の

（初

回
免
疫
者
）
生
後
三
カ
月
以
上
た

っ
た
者
で
、
ま
だ
初
回
免
疫
接
種

が
完
了
し
て
い
な
い
も
の
。

②
第
二
期
の
も
の
（追
加
免
疫
者
）

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、　
一
年

か
ら

一
年
半
た

っ
た
も
の
。

な
お
、
こ
の
期
間
に
接
種
が
で
き

な
か

っ
た
も
の
。

百日ぜき、ジフテリア、

破傷風

予防接種実施日程表

1会 場 名

市 役 所
10月 5日

(火 )

10月 6日
(水 )

10月 7日
(木 )

10月 8日
(金 )

膿頑面積所

諏訪公民館

武 部

し

し

よ

ウ〔
ノ
。

竹 松 内科・外科 原 医 院 8427

（市
民
運
動
推
進
協
議
会
）

東三城 1産 婦 人 科 1長 野 病

増覇奄世喬
形外
獄縁禁甚留猟

院 4000

お‖3435

院13266

躯
眼
医
医

中央産婦人科 3850

永 整 形 4300

し

こ

゛

前
に
医
師
と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
実
施
日

左
記
日
程
表
の
と
お
り
で
す
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

市

初

級

職

員

を
募

集

職
種
　
一
般
事
務

受
験
資
格

①
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
学
校
教

育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
者

②
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十
九
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子

③
市
内
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
採

用
後
居
住
し
う
る
者

試
験
の
内
容

教
養
試
験
　
適
正
試
験
　
面
接
試

験
　
身
体
検
査

試
験
の
期
日

昭
和
四
十
六
年
十
月
十
七
日

申
込
期
限

昭
和
四
十
六
年
八
月

一
日
か
ら
九

月
二
十
五
日
ま
で

※
詳
し
い
こ
と
は
市
人
事
課
へ

県

婦

人

労

働

講

座

働
く
婦
人
の
能
力
を
生
か
し
、

社
会
の
一
員
と
し
て
の
責
任
と
自

覚
を
深
め
る
た
め
、
特
に
労
働
間

題
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
高

め
、
働
く
婦
人
の
地
位
の
向
上
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
に
次
の
と
お

り
労
働
講
座
が
開
か
れ
ま
す
。

主
催
　
長
崎
県

ｏ
長
崎
婦
人
少
年

室

開
催
日
時
　
昭
和
四
十
六
年
九
月

二
十
二
日
　
午
前
十
時
か
ら

会
場
　
長
崎
駅
前
、
交
通
産
業
ビ

ル
三
階
（県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

７

日

対
象
者
　
職
場
に
働
く
婦
人

演
題
及
び
講
師

「婦
人
労
働
に
期
待
す
る
も
の
」

婦
人
少
年
協
会
　
徳
永
は
な
江

受
講
料
　
無
料

受
講
申
込
　
九
月
十
六
日
ま
で
に

県
労
政
課
ま
た
は
、
市
社
会
課
ヘ

読

書

感

想

文

を

募

集

教
育
委
員
会
で
は
本
年
も
読
菩

感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
　
市
内
中
学
校
、
高
校

生
徒
及
び
市
内
在
住
成
人
。

対
象
図
書
　
文
学
お
よ
び

一
般
教

養
図
書

原
稿
枚
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

三
枚
以
内
で
ひ
と
り

一
点

応
募
締
切
　
昭
和
四
十
六
年
十

一

４

日

１

日

月
十
日

応
募
方
法

イ
、
作
品
は
、
た
て
書
き
と
し
い

ベ
ン
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

口
、
自
作
未
発
表
の
も
の
。

ハ
、
作
品
に
は
題
名
、
住
所
、
氏

名

（ふ
り
が
な
）
性
別
、
生
年

月
日
、
職
業

（ま
た
は
学
校
名

学
年
）
と
図
書
名
、
著
者
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
＾

送
付
先
　
大
村
市
久
原
郷

一

大
村
市
立
図
書
館

作
品
の
審
査
、
結
果
発
表

イ
、
応
募
作
品
は
審
査
の
う
え
、

人
賞
作
品
を
決
め
ま
す
。

口
、
最
優
秀
賞

一
点
、
優
秀
賞
二

点
、
佳
作
五
点
に
そ
れ
ぞ
れ
賞

状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

ハ
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

胃
ガ
ン
ｏ
子
宮
ガ
ン

の

集

団

検

診

「健
康
な
あ
な
た
も
集
団
検
診

を
′
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
に
、
九
月

一
日
よ
り
全
国
的

に

「
ガ
ン
征
圧
月
間
―
ガ
ン
征
圧

運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
ガ
ン
に
つ
い
て
の
国

民
的
関
心
を
集
め
、
各
人
が
ガ
ン

予
防
の
た
め
に
検
診
を
受
け
る
と

と
も
に
、
国
全
体
の
ガ
ン
政
策
を

進
展
さ
せ
る
こ
と
が
日
標
で
す
。

ガ
ン
に
か
か
れ
ば
治
ら
な
い
も

の
だ
と

一
般
に
は
考
え
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
健
康
と
思

っ
て
い
る
う

ち
に
発
見
さ
れ
た
早
期
の
ガ
ン
は

ほ
と
ん
ど
完
全
に
治
る
も
の
で
あ

り
、
実
際
に
集
団
検
診
が
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
普
及
し
て
い
る
山
形

宮
城
、
岡
山
県
で
は
ガ
ン
に
よ
る

死
亡
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
も
、
こ
の
月
間

運
動
か
各
地
に
嘔
び
か
け
ら
な
）

へ
き
地
に
は
検
診
車
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
国
立
大
村
病
院
で

も
昭
和
四
十
四
年
以
来
、
集
団
検

診
か
ら
検
査
、
治
療
ま
で
０

一
環

し
た
診
療
体
制
を
生
か
し
た
施
設
一

集
団
検
診
に
よ
り
、
胃
ガ
ン
、
子

宮
ガ
ン
な
ど
延
べ
五
千
五
百
人
の

検
診
を
行
な
い
、
五
十
余
人
の
患

者
を
救
命
し
て
き
ま
し
た
が
、
受

3日

|[:|

院 8739

繁 薄 1讃

児

輯 蜘

辻 田 内・産婦人科1朝 長

原 口 内・整形外科1橋 ロ

玖島町
‐
内

諏 訪 小 児

古 町 外

皆同郷 1小 児

杭出津 産 婦 人 科

松 並 整 形 外 科

並 松 内   科

日 1所在地 1 診療科目 1医 院 名 1電話

10月 の 日 曜 当 番 医

耳鼻咽喉科 1海 江 田医

整 形 外 科 牟 田 整

蛇
閣
瓢
８５４５
一晰

院

科

科

科

一
院

医

ヽ児

外

ヽ児

医

尾
□
崎
川
野̈

松

出

田

田

南

科

科

科

科

科
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(4) りおおむ市政だより

一 2寄付ありがとう

ございました

⑥
市
内
水
凶
町

七
五
六
の
鈴

本
総
帽
子
さ
ん

は
亡
父
-
さ

ん
の
忌
明
け

に
あ
た
り
金

一
封
を

⑥
市
内
小
路
口

郷
四
七
O
の

山
口
定
さ
ん

は
亡
母
ト
キ

さ
ん
の
忌
明

け
に
あ
た
り

開
ガ
ン

五
百
円

織
所

国
立
大
村
術
院

勤
労
青
少
年
の
つ
ど
い

市
内
で
働
〈
若
い
仲
間
の
つ
ど

い
と
し
て
新
し
い
グ
ル
ー
プ
が
で

き
ま
し
た
。
名
祢
は

「
豊
友
サ
ー

タ
ル
」
で
す
・
そ
の
結
成
紀
念
と

し
て
歌
ゃ
‘
ゲ
ム
、
フ

才

ク

は
ど
‘
も
り
だ
く
さ
ん
の
催

し

を
怠
り
ζ

ん
で
、

次
の
と
怠
り
雲

仙

・
白
雲
の
池
ま
で
の
日
帰
り
パ

ス
ハ
イ
ク
を
針
醐
し
ま
し
た
・
市

内
で
働
く
苛
少
年
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
多
加
で
き
ま
す
。

日臨時

昭
和
四
十
六
年
十
回
A
三
阿

午
前
八
時
集
会

集
合
繊
商
問
中
央
公
民
館
前

《
県
営
パ
ス
大
村
守
口
業
扇
繊
}

金
一
封
を

⑥
市
内
敬
訪
町
三
ニ
の
匂
熊
洋
昭

さ
ん
は
亡
父
正
行
さ
ん
の
忌
明

凶
り
に
あ
た
り
金
一
封
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
移
築
授
に

と
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
・

⑥
熊
本
市
九
日
間
寺
三
丁
目
一

O
の

二
三
の
武
図
儲
男
さ
ん
は
唱
亡

父
察
本
さ
ん
、
亡
母
ハ
士
。
ん

の
同
人
が
生
前
家
年
大
村
市
に

在
住
さ
れ
た
と
き
の
と
憲
志
に

よ
り
社
会
舗
祉
事
業
費
に
と
金

一
封
を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
・

対
象

市
内
に
在
住
す
る
勤
労
背

少
々

網
島
加
費
問

四
百
円

持
奮
す
る
も
の

昼
食
.
水
と
う
他

限
そ
う

ハ
イ
キ
ン
グ
の
で
き
る

怪
い
服
そ
う
a

定
員
五
十
五
名
〔
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
る
)

申
込
先
九
月
三
十
日
ま
で

大
村
市
木
場
鶴
一
二
九
番
地

強
友
サ
ク
h
N

「
パ
ス
ハ

イ
ク

実
苛
奈
良
会
」
字
土
一
雄

戸電
億
五
八
二
七
番
)

東
彼
杵
町
へ

電
話
を
か

け
る
と
き
ダ
イ
ヤ
ル
式

に
か
わ
り
ま
す

彼
件
、
平
綿
の
電
窟
は
・
き
た

る
十
月
八
日
A

予
定
V

か
ら
ダ
イ
ヤ

ル
式
自
動
電
話
に
か
わ
り
ま
す
。

周
名

市
外
局
番
電
話
番
号

彼
杵

O
九
五
七
四

・
六
J
X
X
V
〈×

O
九
五
七
四

・
七
l
x
x
x
y

千
綿十

月
実

弾
射

撃

予

定

池
田
射
撃
場

。
一回

。
円
臼
か
ら
九
日
ま
で

。
十

一悶
か
ら
十
六
日
ま
で

。
十
八
臼
か
ら
二
十
三
日
ま
で

。
二
十
五
日
か
ら
一一
一ト
固
ま
で

無
料
結
核
健
康
診
断

次
の
者
を
除
〈
全
員

銑
学
前
の
乳
幼
児

小
学
校
、
中
学
校
.
高
等

学
校
等
修
学
年
限
一
年
以

上
の
学
伎
の
兇
重
生
徒

事
業
所
で
定
期
検
診
を
畳

け
る
も
の

現
在
結
伎
の
治
鏡
台
管
受
け

て
い
る
も
の

制
金
然
斜

な
お
倹
訟
は
い
ず
れ
の
会
場
で

も
受
診
で
き
ま
す
。
検
訟
は
ボ
タ

ン
や
ホ
ッ
ク
の
な
い
下
著
作
ゆ
ら
そ

の
ま
ま
受
惨
で
き
ま
す
・
検
惨
は

ほ
と
ん
ど
時
間
は
か
か
り
ま
せ

ん・

日
程
下
位
の
と
お
り
・

叡
当
者

H
 

同国同
図
書

館

だ

よ

り

新
し
い
窓
が
は
い
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
・

日
本
郵
便
切
手
は
が
き
図
録
(
郵

政
省
編
v
、
長
崎
富
市
末
史
斜
大
成

(
長
崎
文
献
社
)
、
邪
鳥
台
国
物

語

(
野
洋
滑
て
俊
冠
史
考
(
呼

子
文
太
郎
d

、
日
本
の
古
域
(
臨廊

崎
定
久
v
‘
ノ
ー
ベ
ル
賞
文
学
金

集

(新
潮
社
)
、
山
光
の
下
か
ら

(
朝
日
リ
ノ
ノ
ヲ
マ
編
v

・
日
本
の

洋
学

(
惣
郷
正
明
)
‘
天
正
の
少

毎
使
節
(
相
似国
索
現
)
‘
春
の
家

実月施日 1 甥硯 前 |時 r~ 青青 |場 所 時 周

1岩t里霊船協消鈴防駅悶倉支前成所 9.30-10・30 立福寺舟軍議図添鵡酒支割所国圃l 9 30~10 30 市 11.00-12.00 弥動寺福 11.00.......]2.凹
トIOII;;;.iiniiiiiili;:oo_iι00l10.7 今 宮 川 13.日日-14.00

平小川挫来宅14.30-15.30 市民協福 14初.......15.30

今村公潟民民支館館所 9.30-10.30 
lil陸公 11.110-12.00 

10.4 I市盟協三 13.00-14叫 木小学校10.3C.......ll.QO

市塵西協部営業所14.30-15.30 10.8 良原営張倉体Z所庫!1:.I11.30-12.0乱l 
1 瀬 幽 13凹-14卵

野岳湖小川商盾 9.30-10.30 l11<lt消 防 14.30-15.30 
]0.5 東光寺溝口商庖11.00-12.00

if1D.9l雄ケ原公民tifll0.00-1l・00を公原出 頭所13.00-}4.00
久機寺本公民館 14.30-15.30

初 公民館19ト 10鉛
1.QIl-12.目。

経原駅前11.00-12.QO10.1~iI1l1 tii!l<-XJjjh3 . 00_14 . 00 10.自妙宣寺保育園13.00-)4.00
景子古 公 民 館114.30-15.30 11t1E__，，" _n4.3H5・30

遺
作
山
岡
荘
八
)
・
徳
川
太
平
犯

戸
繁
図
鎌
三
郎
v

、
ラ
プ

・
ス
ト

リ
イ
〔
エ
リ
ッ
ク
シ
1
ガ
山
と

そ
の
他少

年
柔
道

割
道
大
会
轄
わ
る

青
少
年
の
不
良
化
防
止
活
動
の

一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
少

年
柔
道

・
剣
道
大
会
が
八
月
二
十

九
日
西
中
体
育
敏
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
・

成
績
次
の
と
お
り

〈
小
学
の
笥
》

①
福
耳
小

B

@
箱
盟
小
A

門
中
学
の
部
)

司
郡
中

B

@
郡
中
C

門
剣
道
U

ペ小
学
の
部
}

①
中
央
町
A

由
吉
町
A

③
目敬訪
A

竹
紐
A

(
申
学
の
節
)

門
柔
道
d

①
諏
訪
A

失
A

③ 
中

検
者
は
毎
年
補
加
の
傾
向
を
た
ど

っ
て
お
り
ま
す
・

「ガ
ン
径
正
月
間
」
に
あ
た
り

国
立
大
村
病
院
は
対
ガ
ン
協
会
会

員
を
対
畿
に
し
た
大
村
・
官
製
後
地

区
で
は
唯
一
の
施
設
策
検
指
定
術

院
と
な
っ
て
い
ま
す
が
‘
集
団
検

診
は
常
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

対
ガ
ン
協
会
会
員
以
外
の
市
民
の

か
た
が
た
も
細
川
隆
に
ど
利
用
く
だ

さ
い
・
(
希
箆
者
は
医
‘
，
係
へ
一
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

》

検
陰
日
時

〔
申
し
込
み
予
約
制〉

子
宮
ガ
ン
毎
週
月
、
金
曜
臼

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

胃
ガ
ン
毎
週
月
、
木
金
曜
日

午
前
九
時
か
ら
午
前
+
時
ま
で

経
費
(
協
会
日
v

子
宮
ガ
ン

三
百
円

池
図
え




